
令和5年度 (仮)住生活基本計画推進モデル検討(案)について

１．概要 

 令和４年度策定中の「恵庭市住生活基本計画」で重点施策として位置付けた、①住宅・土地
流通化促進支援事業②セーフティネット住宅推進事業の事業化を目指し、制度設計・支援体制
等の検討を行うものである。 

２.検討項目(案) 
項目 内容 
①空き家、空き地の流動化促進 ・空き家、空き地所有者、不動産事業者ヒアリング 

・支援制度要領案策定、関係機関協議(国、北海道) 
・実施体制の検討(制度周知体制、不動産事業者との連携等) 等 

②住宅確保要配慮者に向けた
公的支援住宅の整備 

・民間賃貸住宅オーナー、不動産事業者ヒアリング 
・支援制度要領案策定、関係機関協議(国、北海道) 
・実施体制の検討(不動産事業者、居住支援団体、恵庭市 等) 
・住宅確保要配慮者のマッチング 
・入居支援体制づくり(恵庭市居住支援協議会の設立検討 等) 等 

３.検討に向けた課題(第２回検討懇談会より) 
≪空き家・空き地流通化促進≫ 
  ・空き家・空き地の流通化を通じた目的の明確化(市外転入者の増加、耐震化率の増加、管理不

全空き家の防止) 
  ・具体的な補助対象の検討(対象者、対象物、販売方法等) 
  ・販売方法に対する制限(販売偏り(購入者制限)、悪質な補助受給対策などの検討) 
・周知方法の充実(高齢者に対する周知や後見人制度による相談対応) 等 

≪住宅確保要配慮者に向けた公的支援住宅の整備≫ 
  ・活用される制度となるよう制度設計の検討(民賃所有者からの意見聞き取り) 
・運営体制の検討(実務を担う事業者同士が連絡、相談ができる機動性の高い会議開催) 
・周知方法の充実(利用者・民賃所有者など) 等 
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